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　　　１　緊急時対応マニュアルの目的
　廃棄物処理施設においては、廃棄物を適正に処理し、生活環境の保全
及び公衆衛生の向上を図るため「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
（廃掃法）に基づき、施設の維持管理及び安全管理に努めることが必要で
ある。　また、労働安全衛生法、消防法、電気事業法等に基づき、日常の
運転管理及び保守管理、災害時の緊急対応、設備の維持管理及び運用
に関する保安の確保等、施設の安全な操業に努めることを目的とする。

　　　２　緊急連絡体制
　異常が発生した場合の連絡体制フロー及び関係機関連絡電話番号を設
定した。

　　　３　想定した事態
　想定した事態としては、地震発生時、爆発発生時、火災発生時、断水時、
ガス停止時、灯油配管破損等、停電時、ガス漏洩、薬品流出、その他異
常時などの事態とする。

　　　４　想定した事態事故別対応指示者
　事故の種類として、火災・爆発、電気事故、ｶﾞｽ漏洩、有毒ガス等発生、
薬品等流出、設備異常等に応じた対応指示者を選定した。

　　　５　想定した事態設備別事故対応方法
　設備の種類として、受入・供給、燃焼、燃焼ガス冷却、排ガス処理、通風、
給水、排水処理、電気、計装に分けた想定される事故対応を選定した。

　　　６　想定した事態事故の経過・報告・届出
　事故の種類に応じた経過・報告・届出先を設定した。

　　　７　事故の経過報告事故完了報告
　原因究明及び再発防止のための資料として、記録の保存について定め、
同じ過ちを二度と起こさない。

　　　８　事故の経過報告教育・訓練の評価
　種類別の教育・訓練方法及び評価者について定め、事故を未然に防ぐ。

９ 用語の解説
軽度：地震等のアクシデントがあっても、機器の運転に問題がなく、
引き続き運転継続できる場合です。
中度:損傷があるものの、簡単な修理及び予備機器にてどうにか運転継
続できる場合です。
重度:損傷が激しく運転継続が困難な場合です。
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　＊個人情報により無記名

印西クリーンセンター　  緊急連絡体制

異常発生

           「印西地区環境整備事業組合」

印西地区環境整備事業組合　　　４６-２７３３
JFE環境サービス㈱　　　　 　 　　 ４６-１２７９    内線353
JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱(倉庫２Ｆ) 　     ４７-１３３５    内線380
中央制御室                   　          ４６-２７３５    内線333

○県印旛地域振興事務所地域環境保全課　　０４３-４８３-１１３８
○印西警察署    　 　                 　        ４２-０１１０
○印西地区消防組合　   　                    ４６-４３２１
○印西西消防署   　                    　　　　４６-０１１９
○関東東北産業保安監督部電力安全課 　０４８-６００-０３９１
○東京電力㈱ 　                                 　５５-５２１２
○関東電気保安協会　                           ０４３-４２４-８２１１
○温水センター　                           　　　４７－１６６１
○千葉ﾆｭｰﾀｳﾝセンター（熱供給）　　　事務所４６-５６１２　工場４７-２５４７
○日本医科大学　千葉北総病院　   　       ９９-１１１１（代表）
○成田労働基準監督署   　       　　　　　　２２-５６６６

ＪＦＥ環境ｻｰﾋﾞｽ㈱
所長

ＪＦＥ環境ｻｰﾋﾞｽ㈱
副所長

ＪＦＥ環境ｻｰﾋﾞｽ㈱
各 班 長

技術管理者・電気主任技術者ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者

班員

工場長

局長

2



NO ① ②
② ③

＊ ＊
＊ NO

＊ NO YES

外部委託処理を要請
構成市町に排出量抑制を要請

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は口頭により工場長へ報告する。

②：中度→技術管理者は「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、
関係機関(P2)に報告すると共に、必要に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、
関係機関(P2)に報告すると共に、修理及び貯留可能量を
超えた場合の手配を行う。

仮埋火作業：ごみ焼却を一時停止

埋火作業：焼却炉を降温

NO

NO YES

地震発生

現場点検

異常無し

予備機にて
運転継続

安全確認後
仮埋火作業

計装機器

異常無し

運転可能

再立ち上げ

短期修理可能

修理手配
(修理期間検討) 修理

工場内に一時貯留

地震発生時の対応

YES

YES NO

貯留可能量

中央操作室で操作可能

運転継続

埋火
作業

YES

修理

YES

埋火作業

報告・届出

(P12参照)
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NO ① ②
② ③

＊ ＊
* NO

＊

NO YES

外部委託処理を要請
構成市町に排出量抑制を要請

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は防火管理者の指示の下、口頭により工場長へ
報告する。

②：中度→技術管理者は防火管理者の指示の下、「事故の経過・報告・
届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、必要
に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は防火管理者の指示の下、「事故の経過・報
告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、
修理及び貯留可能量を超えた場合の手配を行う。

仮埋火作業：ごみ焼却を一時停止

埋火作業：焼却炉を降温

NO

NO YES

爆発発生

現場点検

異常無し

予備機にて
運転継続

安全確認後
仮埋火作業

計装機器

異常無し

運転可能

再立ち上げ

短期修理可能

修理手配
(修理期間検討) 修理

工場内に一時貯留

爆発発生時の対応

YES

YES NO

貯留可能量

中央操作室で操作可能

運転継続

埋火

作業
YES

修理

YES

埋火作業

報告・届出

(P12参照)
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③

②

② NO YES

＊ ＊ ＊ YES
①

＊

NO NO 網掛けは組合対応
NO

外部委託処理を要請
構成市町に排出量抑制を要請

①：軽度→技術管理者は防火管理者の指示の下、
口頭により工場長へ報告する。

②：中度→技術管理者は防火管理者の指示の下、
「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に
報告すると共に、必要に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は防火管理者の指示の下、「事故の経過・報
告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、
修理及び貯留可能量を超えた場合の手配を行う。

NO

YES

火災発生

現場点検
初期消火可能

予備機にて
立ち上げ

計装機器

異常無し
再立ち上げ

短期修理可能

火災発生時の対応

NO

YES

修理

消防計画によ
る対応

安全確認後埋火作業

現場点検
異常無し

消火完了

消防署に通報

YES

埋火作業

YES

消火完了 現場点検
異常無し

中央操作室で操作可能

修理手配
(修理期間検討) 修理

工場内に一時貯留

YES NO

貯留可能量

報告・届出

(P12参照)
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① ③

②
*

＊ ＊

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は口頭により工場長へ 外部委託処理を要請
報告する。 構成市町に排出量

抑制を要請
②：中度→技術管理者は「事故の経過・報告・

届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、
必要に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、
関係機関(P2)に報告すると共に、修理及び貯留可能量を
超えた場合の手配を行う。

YES

YES

NO YES

断水

長期断水

受水槽にて
対応可能

運転継続

（3時間程度）

短期修理可能

工場内に一時貯留

断水時の対応

NO

NO

修理手配
(修理期間検討) 修理

工場内に一時貯留

YES
NO

貯留可能量

ガス停止時の対応

NOYES

ガスの供給停止

炉運転中

運転継続 焼却炉立上

プロパンガスで点火灯油バーナの点火時

報告・届出

(P12参照)
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網掛けは組合対応

① ＊
YES ② NO

① ③ ＊
YES NO ＊

YES NO
外部委託処理を要請
構成市町に排出量抑制を要請

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は電気主任技術者の指示の下、口頭により
工場長へ報告する。

②：中度→技術管理者は電気主任技術者の指示の下、「事故の経過・
報告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、
必要に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は電気主任技術者の指示の下、「事故の経過・

修理及び貯留可能量を超えた場合の手配を行う。
告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共に、

工場内に一時貯留

NOYES

停電

運転継続可能

短 期
運 転

灯油配管破損時・停電の対応

タービン
単独運転

NOYES

灯油配管の破損

炉運転中

運転継続

修理手配

非常用発電機
にて埋火作業

短期復電可能

貯留可能量運転再開埋火作業

中 期
運 転

焼却炉の昇温以外
は必要としない

報告・届出

(P12参照)
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＊ ② ③ ①

＊

網掛けは組合対応

微量流出 大量流出
＊ 処置後

① ② ③ ＊

＊

安全確認後

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は特定化学物質作業主任者の指示の下、口頭により
工場長へ報告する。

②：中度→技術管理者は特定化学物質作業主任者の指示の下、「事故の
経過・報告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると
共に、処置の手配をする。

③：重度→技術管理者は特定化学物質作業主任者の指示の下、「事故の
経過・報告・届出」(P12)に基づき、関係機関(P2)に報告すると共
に、人命の確保及び修理の手配を行う。

ガス漏洩・薬品流出・その他異常時の対応

NOYES

ガス漏洩

埋火作業・換気
火災危険有り

火災発生時
の対応

焼却炉立上

NOYES

薬品流出

炉運転異常なし

作業員負傷なし

運転継続

修理手配

修理手配

人命安全確保
流出停止処置

流出物回収

運転再開

ガス漏洩処置
後（安全確認）

報告・届出

(P12参照)

報告・届出

(P12参照)
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① ② ③ ＊
＊

YES NO
外部委託処理を要請
構成市町に排出量抑制を要請

網掛けは組合対応

①：軽度→技術管理者は口頭により工場長へ報告する。

②：中度→技術管理者は「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、
関係機関(P2)に報告すると共に、必要に応じ修理を手配する。

③：重度→技術管理者は「事故の経過・報告・届出」(P12)に基づき、
関係機関(P2)に報告すると共に、修理及び貯留可能量を
超えた場合の手配を行う。

YES

その他異常

運転継続可能

正常炉を
運 転

その他異常時の対応

工場内に一時貯留

貯留可能量

異常設備を
特定

故障炉
修理手配

修理手配

NO

報告・届出

(P12参照)
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事故別対応指示者

特定化学物質作業主任者

廃棄物処理施設技術管理者設備異常等

薬品等流出

　　　事故別対応指示者事故の種類

火災・爆発

電気事故

ｶﾞｽ漏洩

有毒ガス等発生

防火管理者

電気主任技術者　　ボイラー・タービン主任技術者

特定化学物質作業主任者

特定化学物質作業主任者
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設備別事故対応方法

設備名 想定される異状 想定される事故 対　応

薬品流出時の対応

　電　　気 停電 設備停止 停電時の対応

　計　　装 制御不能 設備停止 その他異常時の対応

　給　　水 断水 水不足 断水時の対応

　排水処理
設備の故障 薬品漏洩 薬品流出時の対応

薬品タンク、管の破損 薬品漏洩

ボイラ安全弁動作 蒸気噴出 運転マニュアル

ごみﾎｯﾊﾟブリッジ
逆火によるピット内火
災

火災時の対応

危険物タンク、管の破損 危険物漏洩 灯油配管破損時の対応

薬品タンク、管の破損 薬品漏洩 薬品流出時の対応

　受入・供給
ピット内の発火 ピット内火災 火災時の対応

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑでの発火 ごみの火災 火災時の対応

　通　　風 煙道の破損 燃焼ガス漏洩 ガス漏洩時の対応

　燃　　焼

燃焼ガス冷却

　排ガス処理
設備の故障 排ガス異常 その他異常時の対応
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事故の経過・報告・届出

　　届出の義務
・廃棄物処理法第２１条の２（事故時の措置）に定める届出の義務が生じる場合は、
事故が発生し、施設周辺に廃棄物、汚水等が散乱、流出することにより、生活環境の
保全上の支障が生じ、又は生ずるおそれがある場合をいう。

直ちに、その支障の除去及び応急の措置を講ずるとともに、速やかにその事故の
状況及び講じた措置の概要を県に届け出なければならない。

・ 中度及び重度の事故の場合は事故状況、対処方法を環境委員会に報告しなけれ
ばならない。

事故収束

事
故
の
経
過

　完　了

事
故
の
報
告
・
届
出

廃棄物処理法→県へ届出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働安全衛生法
労働安全衛生法→労働基準監督署へ事故報告
電気事業法→経済産業局へ事故報告

（48時間以内に速報・30日以内に詳細報告）

事故発生
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事故完了報告
作成日：○○年○○月○○日

1　施設管理者名及び施設の住所
　１）施　設　名：

２）施設管理者名：
３）施設の住所：
４）電話番号：

２　事故発生施設の種類：
　　・一般廃棄物処理施設：
３　施設規模　　　　　　　　t/日

４　事故の種類：

５　発生日時：　　　　　　○○年○○月○○日　　○○時○○分

6　事故発生設備　（場所）

7　事故の状況（具体的な状況）：

8　事故原因：

９　防災設備等の設置状況と事故時の作動状況：

10　防止対策：

１１　周辺環境調査結果：

１２　その他

１３　報告者・記入者
氏名：
所属：
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教育・訓練の評価

種　　類 責　任　者 　　訓練方法 評　　価　　　者

消防計画 防火管理者 防火管理者
に基づく 防火管理者 指揮のもと 消防署長
消防訓練 消防訓練を

行う。

保安規定 ボイラー・ 電気工作物の 工場長
に基づく タービン主任 工事、維持運用に 所長
教育・訓練 従事する者に

電気主任 必要に応じて
指導訓練を行う。

安全衛生 各課長 設備の法定点検 安全衛生委員会委員
に基づく を行う。
教育・訓練

資格取得 ボイラー・ 資格取得に向 工場長
に基づく タービン主任 けた教育を 所長
教育・訓練 行う。

電気主任

過去の事故事例等によって、事故を未然に防ぐような教育・訓練を行う。
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